
ヒゲナ力力ワトビケラとカジカとの関係
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N. N I SHlM U R A  O n  the relation between the net-spnning caddisfly 
and the freshwater scorpion. 

西

psyche griseipennis M A U L A C I!L A N のI散につし、て調べ
たところ、カ j カ Cottus japonicus O K A ::JA と最も関係
が深レことがわかったので簡単に報侍しておきたレ。

Jlrの底生昆虫群集におし、て優占種であるヒゲナカカワ
トビケラ科幼虫の食性にっし、てはその1 1 '71Jを報告してお
し、た( 岡村1964) ，今回はヒゲナカカワトビケラ Steno
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1  底生魚と底生昆虫
円山川の 1支流である八木川の上流域に生息する底生

魚は、カジカ、カワヨシノボリ、アカザ、 ドジョウ、ウ
ナギなどである( 中流域に近づくと変ってくる) 。この
うちウナギは個体数が少なレし、源流域になると採れな
い。ウナギを除くと、上流域で大型で個体数の多レ底生
魚はカジカであるつしたがって底生昆虫の中て最も大型
で目につきゃすレヒゲナガカワトピケラがカジカの餌と
してねらわれることは、容易に想像される。そこでカジ
カを捕えて消化管を調べてみた( 第 l表)。
第 1表に示すとおり、 20個体のカジカの成魚の胃から
44個体の底生昆虫幼虫、 1個体の底生昆虫成虫( ナベフー
タムシ) 、ならびに 1個体の底生魚( カワヨシノボリ稚
魚) が見出されたが、 (1)20個体のカジカの中、 14個体
(70%) はヒゲナガカワトビケラを食っていること、 (2)
残り 6個体中 3個体は同じ生活型( 造網型) のウルマー
シマトビケラを食っていることがわかる。個体数ではヒ
ゲナガカワトビケラの選択率は63%であるが、胃の中に

量でみると90%を超える。したがって今回の結果のみか
らみれば、カジカ成魚はヒゲナガカワトビケラを餌とし
て強く選好すると考えてよいと思う。
上のことは、ヒゲナガカワトピケラ個体群の消長を調
べる際、カジカの生息密度( 移動を考えなければならな
いが) を無視することができないことを明示している。

2. ヒゲナガカワトビケラが多いところに力ジカが
多いか

これはなかなか難問であって、早急に結論を出すこと
はできないが、ここではヒゲナカカワトビケラの多いと
ころにカジカも多かったという 1例を示しておこう( 第
2表)。
第 2表でわかるように、 (1)朝来川はヒゲナガカワトビ

第 2表合流点における 2つの川の比較
(円山川、 1964年 8月 7 日)

大屋川 i朝来川
調 査 面 積 I  7000m 32∞O m  
流 れ 幅 l4m  64m 
流 速 1.lm/sec 0.6m/sec 
底 質 浮石 沈石

大磯 中陳
流 下 物 量 0.6cc/m 0.2cc/m: 
ヵ j  ー 確認個体数 1) 41 1  

推定生息密度 1/20m 1/2000ni 
ヒゲナガカ{ 確認個体数 2' 394 35 
ワトビゲラ 推定生息密度 78/m 7/ni 科
1) 合流点より 5∞m の範聞の瀬を潜水めがねできがして見出した数
2) 10cm大の磯10脳ずつ 5地点調べた主個体数{ 肉眼的同定である
からヒグナガカワトピケフとチヤパネヒグナガカワトピケヲの 2
穏を合む)

ことができた。この隣り合った 2つの川の底生魚と底生
昆虫がこのように異るのは、主として底質のちがし、によ
ると考えられる。すなわち、大屋川は浮石で大きな礁が

に適当な生息場所を提供してレるが、朝来川は沈石でそ
のような空聞がなし、からである。
無機環境からみてヒゲナガカワトビケラが生息できな
いような瀬では( 淵は別) 、カジカも生息できなレとい
うことになりそうである。
(付記) 本報は甚だ未完成であるが、 JIIの昆虫を調べ
る際、出水、流下など無機環境との関連とともに、昆虫
の側からみた魚との関係の重要さを忘れないため、今後
の調査の 1資料として記しておく次第である。野外採集
に協力頂いた関宮中学校生徒諸君に感謝したレ。
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(以下p.29より)
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以上はなはだ不備ではあるが、ひとまずこれで予備的化石調査資料の纏めを終ることとする。なお神戸層群のと
ころの小は阪大の小畠先生。鹿は横浜国大の鹿間時夫先生の略称で、ご示教によるものを書き加えたものであ
る。 39. 3. 19 
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